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わたしの研究

学部生時代、私は大学でのまなびに積極的ではなく、サーク

ル活動(ストリートダンス)に明け暮れているタイプでした。世間

において「続けても稼げない」分野に打ち込んでいたため、「ど

うにかこの分野の価値を世間に認めさせることはできないか」

と考えていたところ、中学校体育におけるダンス必修化の話を

聞き、研究者としてダンスにアプローチしていくことを決めまし

た。

研究では、中学校体育におけるダンスが、子どもからの人気

を集める一方で、教師の指導能力が十分ではないため授業が

成立しない問題に着目しました。従来、部活動において用いら

れてきた外部指導者の理論を援用し、正課教育における外部
指導者の導入効果とその導入方法について検討することを研

究目的とし、修士論文・博士論文の執筆を行いました。

その後は、調査フィールドを学校体育から民間スポーツクラ

ブにおけるダンスに移し、習い事としてのダンススクールの経

営をサポートする研究を行っています。

研究の方向性として、多様なスポーツに共通する理論を構築

する研究と、特定のスポーツに着目し、そのスポーツが抱える

課題を解決する中で理論を構築する研究があると考えていま

す。どちらの方向性が正しいか判断することはできませんが、

自身が研究を継続する源泉となっているものは、好きな分野に

対する情熱です。まだ駆け出しの研究者ではありますが、これ

からも自分の好きなスポーツを盛り上げるために邁進していき

たいと考えています。

昨年度の体育学会では企画シンポジウムのテーマとしてeスポーツ

が取り上げられました。eスポーツは国内において研究テーマとして確

立されていない状況にありますが、今後のスポーツ業界を支える新し

いテーマであると考えており、現在研究を進めています1)。

また、eスポーツというスポーツへの関わり方は、現在社会に多大な

影響を与えているコロナ禍においても通常通り実施できるスポーツの

一つであり、身体活動量が少ない中でのスポーツ体験を得られる点も

注目に値すべき要素であると考えます。

実は私自身もかつて学生時代に部活動を引退した後ゲームセン

ターに通っていた時期があり、部活動と同じかそれ以上に熱中し、力

を注ぐことができることを実感しています。スポーツには身体を激しく

動かすことによって得られる楽しさと同時に、人と勝負をする楽しさが

あります。eスポーツでは、これまでのスポーツ(eスポーツ研究では伝

統的なスポーツと表現します)では参加することができなかった人に、

気軽に人と勝負をする機会を提供できる価値があり、これまで埋もれ

ていた新しいスポーツ人口・スポーツ市場の開拓に寄与できるでしょう。
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